
こんなときに困っていませんか？

喘息症状は、私たちの身の回りにあるものを原因として
引き起こされることがあります。

今の時期に注意が必要な、喘息症状を引き起こす
可能性のあるものをご紹介します。

その喘息症状、この時期の「アレ」が
原因かもしれません…！

エアコンを久しぶりにつけたとき、
咳で家事が続けられなくなった。

1年ぶりに押し入れから出した
夏布団に入ったとき、

息が苦しくて眠れなくなった。

喘息症状(咳、息苦しさ、喘鳴など)が
心配で、泊りがけの旅行に
なかなか行けない。

カビ ダニ

喘息治療中の患者さんへ

7月/8月
編

エアコン
ハウスダスト

1） 環境再生保全機構．成人ぜん息の基礎知識―悪化因子の対策．[https://www.erca.go.jp/yobou/zensoku/basic/adult/control/measures/indoor.html]（2024年5月アクセス）
2） 日本アレルギー疾患療養指導士認定機構 (編・著)．アレルギー疾患療養指導士認定試験ガイドブック．東京；メディカルレビュー社：2020．
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● 日常的に部屋の換気を十分に行うように
　 しましょう。

● 寝具はよく干し、その後掃除機をていねいに
　 かけましょう。

● 枕はパイプ枕にして、カバーも変えるように
　 しましょう。

● ダニはホコリやヒトのフケなどをえさとして
　 繁殖するため、室内のホコリをためない対策や
　 寝室・寝具の対策をしましょう。

ダニもアレルゲンのひとつで、一年中みられますが、特
に気温や湿度の上昇する夏場に繁殖しやすいと言われ
ています。ダニは、主に家の中のホコリやハウスダスト
に生息しており、空中に舞い上がったホコリの中に含ま
れるダニの死骸やフンを吸い込むことで、喘息症状を引
き起こす場合があります。
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● 久しぶりにエアコンをつける際には、
　 必ずフィルターやエアコン内部、
　 送風口などを掃除しましょう。

● 一般的に年2回は掃除し、エアコンの使用時期
　 には毎週掃除を行うようにするとよいでしょう。

● 極端に乾燥しているときを除き、洗濯物の
　 部屋干しは避けましょう。

● こまめに換気を行い、湿度対策を行いましょう。

夏場は気温や湿度が上昇し、アレルゲン（アレルギーの
原因）であるカビが繁殖しやすい時期です。特に、長期
間使用していないエアコンの内部やフィルターには、カ
ビやホコリ（ハウスダスト）がたまります。暑くなってきた
頃、掃除をせずにエアコンをつけると、送風口から放出
されたアレルゲンを吸い込んでしまい、喘息症状を引き
起こすことがあります。
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喘息が理由で、思うようにできない・
あきらめていることはありませんか？

【監修】国立病院機構相模原病院　特任院長補佐（臨床研究担当）/ 特任研究部長　谷口 正実 先生

当サイト閲覧は、
こちらのQRコードを
読み取ってください。

https : //www.allergy-i.jp/zensoku/

喘息症状のチェック
はこちらのQRコード
からどうぞ！

喘息に関する情報と便利なツールをお届けする情
報サイトです。さまざまなコンテンツをご用意して
いますので、ぜひお役立てください。

上の事例を参考にご自身のお悩みを記載して、先生に伝えてみましょう。
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発作が不安で発作治療薬や
経口ステロイド薬を手放せない

痰が絡んでいることで
不快感が拭えない

においが分かりにくく、
食事を十分楽しめない

咳が出るので
発言しづらい、できない

咳や、痰が絡む音でひとに不快感を
与えていないかと気になる

常に胸苦しさを感じており、
動くことを避けがちになっている

息切れが生じやすく、
買い物などの日常生活が辛く感じる

発作が起きるのではないかと
不安に付きまとわれている

症状が出て寝られず、
疲れが取れない




